
平成２７年度 第１回医療分野の研究開発関連の調整費の配分について

■ 「医療分野の研究開発関連の調整費に関する配分方針」（平成２６年６月１０日健康・医療戦略推進本部決定）に基づき、平成２７年

度第１回配分予定額は総額で１４５．４億円。

■ なお、第２回配分及び年度途中に機動的に対応すべき事項が生じた場合等に対応するため、２９．６億円を配分せずに留保。

（参考）科学技術イノベーション創造推進費（５００億円）のうち３５％（１７５億円）を医療分野の研究開発関連の調整費として充当。

１． 医薬品・医療機器開発への取組

① オールジャパンでの医薬品創出

② オールジャパンでの医療機器開発

● 革新的医療技術創出拠点プロジェクト

２．臨床研究・治験への取組

１８億円

１２億円

■ 次世代ＰＰＩ阻害ライブラリの構築、リード化合物の創出による
革新的医薬品の開発を加速

■ 力触覚フィードバック機能を付加した手術支援ロボット等の最
先端医療機器の開発を加速

２３億円

■ 幹細胞を用いた小児代謝性肝疾患根治療法の開発、国産小児
用体外式拍動型ＶＡＤシステムの研究開発

３．世界最先端の医療の実現に向けた取組

● 再生医療の実現化ハイウェイ構想 １７億円

■ 疾患特異的ｉＰＳ細胞を活用した創薬・疾患研究の加速、臨床
利用目的の新規ES細胞の樹立

① ジャパン・キャンサーリサーチ・プロジェクト

② 脳とこころの健康大国実現プロジェクト

③ 新興・再興感染症制御プロジェクト

④ 難病克服プロジェクト

４．疾病領域ごとの取組

１１億円

■ AYA世代（思春期及び若年成人）の希少がんの治療法開発を
目指したゲノム機能解析とその臨床応用

■ 認知症等の研究加速および標準化等に係る研究、うつ病等の
精神疾患バイオマーカー開発を加速

１５億円

■ エボラ出血熱に対する治療薬等の開発を加速

６億円

１３億円

■ 未診断疾患プログラムの基盤作りに必要な各スキームの構築、
潰瘍性大腸炎に対する新規治療法の確立

５．その他

（感染症）
エイズに対する世界初となる革新的医薬品開発を加速

（その他疾病）
糖尿病・循環器疾患に関する研究開発の加速、環境因子（常在
菌叢、ウィルス叢）に着目したアレルギー疾患の研究開発を加速

（ＩＣＴ）
大規模健康・診療データ収集・利活用の促進

３２億円

主な取組
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（ア）ある領域において画期的な成果が発見された等に
より、当該領域へ研究開発費を充当することが医療
分野の研究開発の促進に大きな効果が見込まれる
場合に配分。

（イ）感染症の流行等の突発事由により、可及的速やか
に研究開発に着手する必要が生じた場合に配分。

配分方針（健康・医療戦略推進本部決定）

① 現場の状況・ニーズに対応した予算配分

② 推進本部による機動的な予算配分

（注）機構設立前の26年度においては、各省連携プロジェクト及び医薬品・医療機器開発の取組について、各プロジェクトごとにPD
などマネジメントを行う者を構成員とする「共同の推進会議」を設置し、事業の円滑な執行・管理を図ることとした。調整費の配
分については、当該会議の意見を踏まえた各省の要求に基づき、推進本部が決定。

（ア）日本医療研究開発機構の理事長がPD等の意見を
勘案して、年度の途中で研究開発が加速する等の理
由により、追加的に研究開発費を配分することが研
究開発の前倒しや研究開発内容の充実等に効果的
と判断した事業について配分。

（イ）理事長がPD等の意見を勘案して、健康・医療戦略
等の取組を一層推進する観点から、特に優れた課題
の採択数の増加や新たな研究課題の公募等が望ま
しいと判断した事業及び新たな事業について配分。

１．調整費の配分において重視するもの

①科学的価値、社会的価値の双方を有する事業

②分野間連携、事業間連携により行う事業

③既存の研究開発基盤等を利活用する事業

④国で進める「健康・医療戦略」推進のための取
組に資する事業

２．新たな事業化の可能性があるもの

①若手研究者の育成に資する研究

②希少難病疾患 ・未診断疾患等の研究

③その他（ＰＤ推薦事項等）

平成27年度の調整費の配分に
係るAMED理事長の検討方針

健康・医療戦略推進本部にて配分を決定

＜参考１＞医療分野の研究開発関連の調整費の配分について

平成27年度第1回調整費配分案の取りまとめ
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＜参考２＞ 調整費のスキーム

■ 配分方針（健康・医療戦略推進本部決定）

（１） ： ①前倒し：研究開発の前倒し、②充実：研究開発内容の充実等

（２） ： ①新規事業の開始、②事業内新規研究課題の開始等

●「加速」の例

【① ：臨床研究を見据えた迅速な取組】

★ 再生医療等製品の安全性評価法の確立を短縮

H27FY H28FY H29FY H30FY H31FY～（以下:課題例）

ガイドライン案の作成未分化iPS 残存未分化ES/iPS細胞検出法
の開発

【① ：医療ＩＣＴ基盤の構築と利活用の推進】

★デジタルデータの収集基盤構築と大規模データの研究開発への利活用の推進

H27FY H28FY H29FY H30FY H31FY～

臨床研究等ICT基盤構築研究事業
（準備）

● H28FY予算措置を待
つ必要なく事業を開始

●「新規」の例

新規事業の開始

臨床研究等ICT基盤構築研究事業

【② ：医療ＩＣＴ基盤の構築と利活用の推進】

★糖尿病診療の進歩に繋がる基盤を拡充

H27FY H28FY H29FY H30FY H31FY～

多施設におけるデータ抽出・実態把握

● 電子カルテか
らの情報抽出
を容易にする
SS-MIX拡張スト

レージシステム
の導入

・糖尿病の実態把握・治療有効性の比較等
の研究を容易に可能にする基盤を整備

拡充

（５施設→３５施設）

【② ：革新的医薬品創出への対応】

★中分子化合物ライブラリの構築開始

H27FY H28FY H29FY H30FY H31FY～

創薬基盤推進研究事業● 要請の高いテー
マを新たに開始

中分子化合物ライブラリの構築新規ﾃｰﾏの開始

・既存12テーマ（創薬基盤技術、ドラッグ・
リポジショニング等）
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